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研究成果の概要（和文）：本研究は、科学革命の潮流と宗教改革の潮流が交差する初期近代の「パラケルスス主
義」と呼ばれる思想運動について、宗教的な特徴、およびこの運動における偽書群（偽パラケルスス文書）の重
要性に光をあてた。偽文書の歴史的な影響を精確に定めようとする本研究のアプローチは、これまで十分に記録
されていなかったパラケルスス受容史の一面（初期近代のホムンクルス論の歴史）を補完することができた。ま
たパラケルスス主義が孕む宗教的な側面について、特に終末論的な特徴をパラケルスス死後の支持者たち（P.リ
ンクやO.クロル）について確認するとともに、そこにおける偽文書の影響を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Regarding the reform movement called "Paracelsianism" in the early modern 
period, where the currents of the Scientific Revolution were intertwined with those of the 
Reformation, this research has illuminated the religious characteristics of the movement as well as 
the importance of pseudonymous writings, known as "Pseudo-Paracelsian texts".
With the methodological approach to precisely determining the historical impact of the pseudonymous 
texts, this study has been able to complement an aspect of the reception history of Paracelsus that 
has not been sufficiently documented so far, specifically the history of the homunculus theory in 
the early modern period. 
Furthermore, this research investigated the religious aspects embedded in the Paracelsianism, 
particularly its eschatological features. It examined these aspects among the followers of 
Paracelsus after his death (such as P. Link and O. Croll), and elucidated the influence of the 
pseudonymous writings within that context.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は未開拓の文書群をとりあげることによって初期近代の未開拓領域への貢献を果たした。特に、学問の改
革を目指したパラケルスス主義運動が、終末論的な議論を孕んでいたことは、この時代の科学と宗教との関係に
新たな知見を加えるものである。また、初期近代のホムンクルス論の歴史は、当時の錬金術的な自然模倣・自然
操作の観念が批判・排除されることによって、却って近代文学の素材（ゲーテ『ファウスト』）を準備するとい
う科学思想史と文学史とを繋ぐ視点を提供する。これらの研究成果の一部は一般書店にも流通する書籍やインタ
ーネットなどの媒体においても発表され、本研究事業の社会的還元を試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 2018 年に終了した科研費助成による研究課題において、研究代表者はすでに初期近代ドイツ
語圏の医師パラケルススおよび彼に端を発する学問改革運動パラケルスス主義にみられる「宗
教性」に光を当ててきた（課題番号：16K21332／若手 B：平成 28 年度〜30 年度）。本研究課題
はこれの発展的な継続にあたる。 
 パラケルススとパラケルスス主義についての研究は、その思想が近代医学および近代科学の
成立に重要な役割を果たしたことから、これまでの研究者の関心が医学・自然科学的な思想に集
中してきた。しかし 1990 年代以降、研究者の関心はパラケルススの神学思想へとシフトしつつ
ある。パラケルススとパラケルスス主義者たちの「宗教性」に光を当て、その思想の後世への影
響を再検討しようとする機運が高まってきたのである。 
 このような近年のパラケルスス研究の新たな動向を背景として、研究代表者はこれまでパラ
ケルススの医学・自然科学思想についての伝統的な研究と、新たな動向である神学研究との統合
を目指してきた。具体的には 1560 年代以降の「医学的パラケルスス主義」を取り上げ、17 世紀
「科学革命」につながる医学・化学上の思想がいかにパラケルススとその支持者たち固有のキリ
スト教思想（とくに終末論的な世界観）によって支えられていたかを明らかにし、この「医学的
パラケルスス主義」が 16 世紀末以降、医学・化学的な領域を越えて、宗教思想としての性格を
強めていったことを確認した（注１）。 
 これらの過去研究で見えてきた「偽パラケルスス文書群」とその受容過程の重要性について、
その包括的な検討は今なおなされていないため、これを本研究の課題とするに至った。研究開始
当初はこれら偽文書群をテーマにした研究プロジェクトがちょうど開始されたところであり（注
２）、本研究はこのような研究動向に連なるものとして企画された。 
注１：Amadeo Murase, Paracelsismus und Chiliasmus im deutschsprachigen Kulturraum um 1660, 

Diss. Univ. Heidelberg 2013；および上記研究課題（16K21332）の研究成果報告書を参照。 
注 ２ ： 国 際 的 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 「 Pseudo-Paracelsus 」 ウ ェ ブ サ イ ト
https://www.pseudoparacelsus.org 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は近世における「科学」と「宗教」の交流点の一つを明らかにすることである。
彼らが生きた 16 世紀は、近代科学が勃興する「科学革命」の時代であるとともに、ルターによ
る「宗教改革」が進展していった時代である。このような変革の時代において科学思想と宗教思
想とが分かちがたく結びついた統合的思想史の一例を当時の「パラケルスス主義」をもとに提示
する。 
 包括的な「パラケルスス主義」研究の計画案を下図に示す。本研究は「(1)医学的パラケルスス
主義」が「(2)宗教的パラケルスス主義」へどのような影響を与え、また前者（1）から後者（2）
へどのように発展・変容していったか（矢印 A）を明確にする。 
 なお「(2)宗教的パラケルスス主義」から「(3)ドイツ経験主義」への影響、「(4)反パラケルスス
主義による反応と批判」については今後の研究課題とする。 
 

 
３．研究の方法 
 本研究が対象とする領域は今なお大部分が未開拓の状態にあり、資料はこれまで扱われてこ
なかった文献（校訂版の欠けるテクスト、写本、草稿、書簡）が中心となる。その中でも特にパ
ラケルススの死後に次々と現れた偽文書（「偽パラケルスス文書」）をとりあげる。「偽パラケル
スス」と呼ばれる著者らによって執筆された一連の偽文書群は、これまでの科学史研究において
はあまり注目されてこなかったが、近年のパラケルスス研究（特に受容史の観点）においてその
重要性が認識されるようになった（上記 注２）。本研究は今なお十分な研究と評価がなされてい



ないこれらの偽パラケルスス文書（De tinctura physicorum, De natura rerum, Aurora philosophorum
など）をとりあげ、そこにおける終末論的な議論を把握するとともに「パラケルスス主義」とい
う改革運動の思想的特徴として評価し位置づけ方法を用いた。 
 
４．研究成果 
【主な成果】本研究は、初期近代における科学と宗教との交流点としてのパラケルスス主義に光
をあてるものであるが（２．研究目的）、それにあたっては特に偽パラケルスス文書の歴史的な
影響を定めていく手法をとった（３．研究の方法）。主な研究成果は大きく分けてふたつ指摘で
きる。 
 ひとつは研究題目の「パラケルスス主義と偽パラケルスス文書」について、パラケルススの錬
金術思想、特に「ホムンクルス論」にかかわる。ゲーテの『ファウスト』（第 2 部）には、錬金
術の実験によって人造人間（ホムンクルス）を産み出すというシーンが描かれるが、この着想を
ゲーテはパラケルススから得ていたことが知られている。このパラケルススの「ホムンクルス論」
について本研究は、パラケルススの真正文書（Liber de imaginibus など）と偽文書（特に De natura 
rerum）との比較をすることによって、パラケルススからゲーテに至るまでの受容プロセス、特
にこれまで知られていなかった近世におけるホムンクルス論およびパラケルススにかかわる歴
史的評価の変容過程を明らかにした。 
 そこにおいてパラケルススの「ホムンクルス論」は 3 つに分類されること、歴史的に 3 種のあ
いだには競合が起こっていたこと、その競合状態において偽パラケルススの文書（De natura 
rerum）が特に重要な影響力を発揮したことを確認した。死後のパラケルスス主義と、それに対
抗する反パラケルスス主義におけるホムンクルス論の受容を辿ったこの研究成果は、科学史関
連の国際誌『Ambix』で刊行された（2020 年）。またこの成果の一部は百科事典『Encyclopedia 
of Early Modern Philosophy and the Sciences』（Springer 社、2022 年）の事典項目にも反映され
ている。また研究成果の一部をもとにした日本語論文を執筆中である（2024 年春頃刊行予定）。 
 もうひとつは研究題目の「偽パラケルスス文書」と「終末論」にかかわる。初期近代の学問改
革運動であるパラケルスス主義の「宗教化」と「終末論」については、先立つ科研費研究課題
（16K21332）から調査を継続しているが、今回の研究課題においてより深化させるとともに、そ
の成果を準備発表・刊行することができた。三十年戦争（1618-48）直前の「宗教的パラケルス
ス主義者」パウル・リンクとその終末論についての独語論文を執筆し、これの簗田航氏による邦
訳が刊行された（2020 年）。このようなパラケルスス主義の終末論においては、特に偽パラケル
スス文書「De tinctura physicorum」が重要であることが確認された。この文書について、他のパ
ラケルスス主義者（オズワルド・クロル）における受容と発展を、米国ルネサンス学会（2023 年）
で発表、現在英語論文を執筆中である。 
 その他、本研究課題の一部をもとにした成果を刊行することができた。アウトプットについて
は学術専門誌での発表に加えて、一般の書店でも手に取れる書籍やインターネットなどの媒体
での社会的還元を試みた。 
 
【当初予期していなかった知見】実施期間中に世界的な新型感染症が拡大し、これに関する所属
機関での諸々の対応（コロナ禍における教育および大学運営）、また国を超えた移動が滞ったこ
とにより、本研究課題においても研究活動が遅滞することとなった。また、予定されていた国際
会議等が延期となったため、実施期間を 1 年延長するとともに、その間オンラインでの成果発表
に努めた。特に一昨年から引き続いて進めてきた、偽パラケルスス文書群と真正文書 「Liber de 
nymphis」との比較および後世の受容史については、新型感染症の対応でその成果発表が遅れて
いるが、現在 2024 年春の刊行を目指している。 
 
【今後の展望】なお、2022 年度からは新たに研究代表者を務める科研費事業「中世・近世イス
ラム圏と西欧における『魔術的知』の交流史」（22H00610）が開始された。本研究題目とも密接
に関連するテーマを扱っているため、本研究事業は発展的にこの新規科研事業に接続していく
ことになった。 
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